
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 第１７５０回  ２０２１年９月９日（木）≪週報≫ 

 
                             秦野名水ロータリークラブ 

                               zoomにて １２：３０ 

                                                                                                                                            

１．点  鐘 

２．合  唱 「我等の生業」 
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４．会長の時間 

  〇9月 2日 第 3回理事会開催 

   「報告事項」 

（１） 外国コイン募金箱 設置完了 

    諸星道国際奉仕委員長より報告がありました。      全員賛成 

    「審議事項」 

（１） 例会内容及び日程変更について 

・9月 30日 第 1753回 卓話者変更 神崎さん⇒山谷さん 

  ・10月 28日 第 1757回 10/24へ例会変更⇒通常例会   

                  卓話 神崎さん（秦野市図書館 館長山本様） 

      ・2月 24日 第 1774回 2/20例会変更（テーブルマナー教室）全員賛成 

（２） 秦野市教育研究所への助成金贈呈について 諸星道国際奉仕委員長 

       ・外国籍就学予定児童支援  

国際奉仕委員会と青少年奉仕委員会より 100,000円支援する。 

全員賛成 

（３） 秦野市少年野球連盟への助成金贈呈について     鈴木会長 

  ・秦野名水ロータリークラブ杯（卒業記念大会） 

    青少年奉仕委員会より 50,000円助成する。        全員賛成 

（４）植樹事業について                   鈴木会長 

   ①早朝座禅会・植樹事業  

 例会場 秦野市平沢 2550-1 秦野商工会議所内 TEL(0463)81-1355 

 事務所 秦野市平沢 2550-1 秦野商工会議所内 TEL(0463)81-1355 

例会日 毎週木曜日 12 時 30 分～13 時 30 分 

会長 鈴木和夫  幹事 山谷洋子  会報・雑誌・IT 委員長 原恵美子 

2021 年～2022 年度国際ロータリー会長 
シェカール・メータ 

奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために 



日 時 11月 18日（木）午前８時 30分～ 

朝食→当クラブで用意します。 

      ②植樹事業事前準備について  

日 時 11月 3日（水）午前 9時より後日出席を取ります。 

        ※植樹事業の予算は社会奉仕委員会より 100,000円支出する。 

                                    全員賛成 

（４） オンライン（Zoom）例会について     鈴木会長 

   ・メイキャップ料はなし Zoom会議料金を年間契約とする。 全員賛成 

   4．その他 

     （1）シルバカーランバアラッチゲドナ・シーギリ・ヒマーシさん 

        奨学期間満了について 

        送別会はコロナ渦のため延期とする。 

        また矢端雅子さんと福原美千加さんの歓送迎会も延期。   全員賛成 

   〇９月 3日 臨時会長・幹事会開催 

    ・10月 3日世界ポリオデーを小田急沿線で行う予定でしたが、中止に 

     なりました。 

    ・神奈中バスの中刷り広告とラッピングバスは、9月 1日～12月 12日 

     まで、キャンペーンポスターが貼られています。 

    ・第 7グループ伊勢原大神宮にて、祈願祭を実施予定とします。 

５．幹事報告 

【ガバナー事務所より】 

①My Rotaryに関するアンケートのお願い（デジタル化推進委員会より）  

【受付文書】⇒無し 

【例会変更】⇒無し 

   【本日の配布物】⇒無し 

６．記念日 

    ・会社創業記念日  

    ・入 会 記 念 日 桐山さん（9/11） 

    ・御誕生記念日（会 員） 

            （配偶者） 

７．スマイル報告 

８．出席報告 

  〇会員数 16名、出席義務 16名、出席数  14名、出席率 87.5％ 

９．地区委員会報告 

10．委員会及びその他の報告 

11．卓話 原郁夫さん 

              〇ロータリー財団について 

                ロータリー財団の正式名称は、国際ロータリー 

                のロータリー財団です。国際ロータリーとロータリー       

                財団に違いがあるでしょうか。ロータリーの奉仕の 

                理想を信奉する点では国際ロータリーもロータリー 

                財団も一体のものです。「ロータリークラブは場所を 

                問わず一つの基本的理想をもっています。それは奉仕 

                の理想で他の人々を思いやり、他の人々の役に立つこ 

    ことです。」といわれています。「奉仕の理想は 人々をつなぐ真の絆です。奉仕 

    とは単によいことをするだけでなく、人々の役に立つことです。世界では人々が 

    異なる言語を話し、異なる食事をし、異なる衣服を着て、異なる宗教を信仰して 

    います。こうした人々を結び付けるには 強力な絆が必要です。ロータリーでは 

    その絆が超我の奉仕という理想なのです。」 

 



  〇財団の発展 

    1947年 1月 27日にポールハリスが亡くなりました。ポールハリスの死は、財団 

    の転換点になりました。ポールの逝去で、寄付が国際ロータリーに相次いで寄せ 

    られるようになりました。財団は、ポールハリス記念寄付を設け、ポールに敬意 

    を表したロータリアンに対して財団寄付をお願いしました。その反響は素晴らし 

    いものでした。翌年 7月までに 米貨 130万ドル以上が寄付されました。（現貨 1 

    ドル 100 円で 143,000,000 円）当日の日本円では、3 億以上ではないでしょうか。

1947年には 最初の財団プログラムが実現されました。それは、高等研究 

    奨学金と呼ばれるもので、これが最初のロータリー国際親善奨学生でした。 

   〇ロータリーの父 

    ロータリーの父と呼ばれるのは 6人目の RI会長 アーチ．クラウンです。 

    「ロータリーが基金を作り 全世界的な規模で慈善、教育、その他社会の分野 

    で何か良いことをしようではないか」と国際大会で提案しました。数か月後に 

    新しく誕生した基金は米貨 26ドル 50セントの最初の寄付から始まり 基金は 

    やがてロータリー財団に発展していくその過程の出来事です。R財団はイリノイ州 

    の法律の下設立されている。 

   〇ロータリー財団の使命は 

    「地域レベル、全国レベル、国際レベルの人道的、教育的、文化交流プログラム 

     を通じてロータリーの綱領（目的）とロータリーの使命を遂行し、かつ世界 

     理解と平和を達成しようとする国際ロータリーの努力を支援する事です。 

   〇ロータリー財団は寄付団体ではなく慈善事業をする団体です。 

    寄付金は 使命を達成する手段であり、目指すところは世界で良いことをしよう。 

    困っている人々にロータリアンである私達が出来ることで 役に立というのが 

    大方針であります。これからの R財団は「財団活動資金」を活用してクラブが 

    自ら奉仕の実践をする事が求められています。小佐野ガバナー年度には、 

    ガバナーより財団に寄付をするばかりではなく、財団の補助金を上手に活用 

    するようにとのアドバイスがございました。 

    ロータリー財団は、地区補助金、グローバル補助金の 2種類の補助金を提供 

    しています。地区補助金は皆様すでにご承知のように地区の 3年前の実績より 

    50％が戻ってきます。当クラブでも、サクランボ狩りや、桃狩り、今年度の 

    テーブルマナーを利用させてもらっております。グローバル補助金は、規模や 

    金額が大きく海外のクラブや地区と協力するプログラムになっております。 

   〇ロータリーの 6つの重点分野に該当します。 

     ・平和と紛争予防／紛争解決 

     ・疾病予防と治療 

     ・水と衛生 

     ・母子の健康 

     ・基本的教育と識字率向上 

     ・経済開発と地域社会の発展 

     以上の分野の活動を重点に支援しています。新たに環境保全が追加された。 

     ※秦野中 RC ではフィリピンでの水道事業にこの補助金を活用されたと思います。 

   〇教育的プログラム 

     有望な学生を他に派遣し、国際親善と理解を育成し奨学生に勉強の機会を提供 

     し相異なる国民間の理解と友好関係に寄与することを目的とする。 

     ※私が過去にこの委員会にいた時に、ドクターで休職をされドイツに留学を 

      された方がいられました。ロータリアンの子弟は参加できません。 

      ロータリアンの子弟が参加できるのは,青少年交換だけです。以前には研究 

      グループ交換（ＧＳＥ）と言うプログラムがあり、専門職と事業に従事する       

人のチームを交換し、約一カ月間くらいの旅行するプログラムがありました  

が現在ではありません。名水ＲＣからも送り出した事があります。 



    〇ポリオプラスプログラム 

     世界中からポリオをなくすため予防接種のワクチンを提供す事業を行って 

     います。名水ＲＣが設立された時私は初代のポリオ委員長でした。 

     当時ガバナーがあと 3年お願いしますと言っておられましたが、あれから 

     ３４年になろうとしています。 

    〇寄付について 

     ・年次寄付 

寄付の基礎であり 寄付して３年後に地区の年次寄付は総額 

      50％が地区に戻り、地区がその使い道を決定することが出来ます。 

     ・恒久基金（ベネファクター） 

      この基金への寄付は 投資されその収益だけが財団プログラムの支援に使わ

れる。元金は手を付けない。 

     ・使途指定寄付 

      ポリオプラスなど！ 

     ・冠名奨学金 

      １年間の留学費用金額を寄付する事によって自分の氏名を冠した奨学金を寄

付することが出来る。例：鈴木和夫冠名奨学金 

     ・冠名奨学基金 

      米貨１５万ドル以上で設立できる。 

     ・冠名基金 

      ２５万ドル以上で設立できる。 

     ・遺贈友の会 

      1万ドル以上で遺贈産の受取人としてロータリー財団を指名し、R財団に 

      告げる。 

    〇渡辺ガバナー年度 私は財団資金増進委員長の時はロータリーカードの普及 

     に力を入れました。ロータリーカードを利用した金額の 0.3％がカード会社 

     から R財団に寄付される仕組みになっています。 

    〇寄付の表彰 

     1,000ドル→ポール・ハリス・フェロー 

     2,000ドル→1回マルチプル・ポール・ハリスフェロー 

     9,000～9,999ドル→8回マルチプル・ポール・ハリスフェロー 

     ・大口寄付・・・・10,000ドルからレベル 1 

     ・ベネファクター 恒久基金・・・・・毎年 1,000ドル一括寄付 

    ※寄付額の累積が 10,000ドル以上になるとメジャードナーと言う称号が与えられ 

     ます。レベル 1からレベル 6（100万ドル以上） 

    〇近年財団の寄付について、一人 200ドル以上、ポリオ 40ドルのお願いのような 

     ノルマがきますが、はたしてこれが寄付なのでしょうか。しかし今年は財団 

     委員長ですから、これ以上よろしくお願いいたします。 

12．点  鐘 


